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 単位：人

将来の
社会状況の変化 需要の増減 航空需要予測モデルの反映状況航空需要への影響

①日本の人口減少 ・日本の人口は将来緩やかに減少し

ていくことが予測されているため、

一人当りの中長距離旅行回数が将

来も変化しない場合は、中長距離

旅行回数は減少することが考えら

れます。

・需要予測では、人口減少については前提条件の人口設定

で反映しています。【P.96将来人口の設定】

↓

②少子高齢化 ・中長距離旅行回数の少ない若年層

が減少し、中長距離旅行回数の多

い高齢者層が増加するため、全体

としての旅行回数は増加すること

が考えられます。

・年齢帯別の交通量データが十分に整備されていないため、

需要予測に直接反映させることは困難です。少子高齢化

が進んだ場合の年齢構成で日本全体の旅行回数を試算

したところ、現在とほとんど変わらない結果となりました。

高齢者の一人当り旅行回数は近年増加していますのでこ

の傾向が今後も続けば、少子高齢化は全体の旅行回数を

増加させる可能性があると考えられます。【P.110　コ

ラム７】

↑

③女性の社会進出 ・女性の就業率が上昇することで女

性の中長距離旅行回数が増加する

ことが考えられます。

・男女別の交通量データが十分に整備されていないため、

需要予測に直接反映させることは困難です。但し、近年

の女性の就業率上昇は女性の旅行回数を増加させる方

向に作用していると考えられます。【P.111　コラム８】

↑

④労働力人口の減少 ・労働力人口が減少すれば、業務目

的の旅行回数（出張回数）は減少す

ることが考えられます。

・需要予測は目的別に行っており、業務目的の旅行回数につ

いてもその推移を踏まえた予測となっています。また需要

予測では、労働力人口の減少については、就業人口、従業

人口の減少として反映しています。【P.111　コラム８】

↓

3月（3/16～31） 4月＜前年同月比＞

2006年

5月＜前年同月比＞

694,341

 91,429

100,996

 68,685

955,451

＜1.00＞

＜3.57＞

＜1.00＞

＜0.97＞

＜1.07＞

697,100

 95,734

109,938

 74,703

977,475

福岡空港

新北九州空港

大分空港

山口宇部空港

4空港計

416,811

 60,446

 63,823

 39,300

580,380

＜1.04＞

＜3.64＞

＜1.04＞

＜0.99＞

＜1.11＞

羽田路線

人口減少・人口構成の変化
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■福岡・羽田路線の月別利用状況

■新北九州空港開港後の北部九州等の各空港の羽田路線利用状況

　新北九州空港開港後の北部九州等の各空

港の羽田路線の利用状況について対前年前

月比を確認したところ、４月期、５月期とも新

北九州空港は３倍を超える大幅な伸びを示し

ています。また、山口宇部空港の対前年比につ

いては、若干下回っていますが、福岡空港、大

分空港については下回っておらず、新北九州

空港の開港による福岡空港の需給逼迫の緩

和は確認できませんでした。新北九州空港は

開港したばかりですので、今後とも各空港の

利用動向については注視していく必要があり

ます。

コラム20　新北九州空港の開港後の北部九州等の各空港の羽田路線の利用状況

資料）2004年度実績値は「航空輸送統計年報」 
       （有償旅客のみ、無償旅客・不定期便は除く）、
       2005年度及び2006年度は速報値。

　将来の航空需要は、今回の需要予測の前提としている人口の変化やＧＤＰの伸びなどのほか、様々な社会状況の変化による影響を受

けるものです。全ての社会状況の変化を需要予測モデルに組み入れることは困難であり、また現段階では社会状況の変化を合理的に

予測することにも限界があります。

　このため、ここでは考えられる将来の社会状況の変化と、それによる航空需要への影響について定性的な考察を行いました。また現

段階での航空需要予測モデルへの反映状況をとりまとめてみました。

　社会状況の変化の如何によっては、今回お示しした航空需要予測値を上回るあるいは下回ることもあり得ます。
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⑨経済政策の失政 ・日本の経済成長の鈍化により総旅

行回数は減少することが考えられ

ます。

・経済停滞等によって経済成長が政府目標値を下回った

場合として「ケース（Ｂ）」の予測を行いました。また、さ

らに低位のケースとして1990年代と同等の日本経済

状況が将来も続くと仮定した「ケース（Ｃ）」の予測も行っ

ています。

↓

⑩規制緩和等による
　航空サービス水準
　の向上

・航空分野の規制緩和等により航空

会社の競争が行われサービス水準

が上昇（航空運賃低減、運航頻度増

大）、航空需要が増加することが考

えられます。

・将来の規制緩和の状況、航空サービス水準を予測するこ

とはできないため、需要予測では現在のサービス水準を

前提としています。

・今後、新幹線との競合条件等も含め、これらの動向に注目

していく必要があります。【P.121　コラム10】

↑

⑪余暇時間の増大 ・労働時間の短縮や長期休暇の取得

が広がり、余暇時間が増大すること

で、観光旅行回数の増加あるいは

業務旅行回数の減少が考えられます。

・余暇時間の増大については将来の動向を把握することは

難しく、またその影響による旅行回数の変化を把握するデー

タが十分に整理されていないため、現時点では需要予測

に反映することは困難です。

↑

(観光等)

（業務）

↓

⑫高福祉社会の到来 ・将来、所得に占める税や社会保障

負担の割合が上昇し、旅行に充て

る費用が削減され、１人当りの旅行

回数が減少することが考えられます。

・個人所得･支出別の旅行回数の変化を把握するデータが

十分に整備されておらず、将来の社会保障負担の割合も

分からないため、現時点では需要予測に反映させること

は困難です。

↓

⑬ＩＴ化 ・テレビ会議等の普及により出張が

減るといったことも考えられますが、

一方、IT化による交流の拡大から

旅行回数は増えるという見方もあ

ります。

・ＩＴ化の進展の影響による旅行回数の変化を把握するデー

タが整備されていないため、現時点では需要予測に反映

することは困難です。
↑

↓
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⑤アジア地域の
　所得向上・
　人口増加

・アジア地域の所得向上･人口増加に

伴う交流の活発化により、訪日外

国人旅行者が増加することが考え

られます。

・需要予測では、海外の所得向上については各国の経済

力を示すＧＤＰ（ドル建て）として考慮しています。【P.135

　実質国内総生産（GDP）の設定】

・人口増加については、海外の人口と旅行者数の間には

有意な相関関係が見られないため、需要予測には直接

は反映していません。

↑

⑥アジア地域での
　経済交流の進展

・アジア地域でのＦＴＡ（自由貿易協定）、

ＥＰＡ（経済連携協定）の進展により、

経済交流等が増大していくことが

考えられます。

・ＦＴＡやＥＰＡの将来動向については不確定であるため、

需要予測に直接反映させることは困難ですが、これまで

以上に日本とアジア地域との交流が進展すれば、旅行

回数が増加する可能性があると考えられます。

↑

↑

↓

⑦日本への入国に
　対する制約や
　規制の緩和

・　外国人の日本への入国に対する

制約や規制の緩和の今後の動向に

よっては訪日外国人旅行者数が変

化することが考えられます。

・アジア地域を中心に近年外国人の日本入国に対する査

証（ビザ）発給規制が緩和される傾向にあります。【P.142

　コラム16】

・外国人の日本入国に対する制約や規制緩和の将来の動

向については不確定であり、またその影響による旅行

者数の変化を把握するデータが十分に整理されていな

いため、現時点では需要予測に反映させることは困難

です。日本入国に対する規制緩和が進めば、訪日外国人

旅行者は増加する可能性があると考えられます。逆に、

出入国管理が強化されるなどした場合には、訪日外国

人旅行者は減少する可能性があります。

↑（緩和）

↓（制約）

⑧1人当りの旅行
　回数とGDPとの
　関係の変化

・旅行回数が増えれば航空需要も増え、

旅行回数が減れば航空需要も減り

ます。

・需要予測では、1978年～2003年までの関係が今後も

続くものと想定しています。

・この関係が今後どうなっていくか注目していく必要があ

ります。【P.107　コラム5】

社会･経済情勢の変化交流人口増加
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⑭環境問題への対応 ・地球環境問題から、１人当たりのＣ

Ｏ２排出量の大きい自動車、航空機

への利用規制がされるのであれば、

一定距離未満の旅行は環境面で不

利な航空から鉄道・バスへの移行

が考えられます。

・交通に対する環境面の制約の将来の動向については不

確定であるため、現時点では需要予測に反映すること

は困難です。
↓

↓

⑮所得格差の拡大 ・所得格差の拡大により将来、中長距

離旅行者が少数に限られる可能性

があります。

・個人所得別の旅行回数の変化を把握するデータが十分

に整備されていないため、現時点では需要予測に反映

することは困難です。

社会・経済情勢の変化

参考資料

（１） 九州における鉄道・道路の交通ネットワークの設定（新設のもの）

（２） 交通サービス水準設定の考え方

（３） 主要ゾーンから空港までの経路設定及び交通サービス水準

（4） 福岡空港・新北九州空港・佐賀空港の現況と予測結果
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